
アダムスミスの夕食を
作ったのは誰か 
これからの経済と女性の話

トリーン・キラス＝マルサル（著）
高橋 璃子（訳）
出版：河出書房新社
331 /ｶ 

これまでの経済学の理論に女性の視点から、メ
スを入れ、分析を行っている本です。
｢ケア労働｣と呼ばれる家事、育児、介護を重要
視していなかった古典経済学をわかりやすく解説
しています。世界20カ国で翻訳されており、家族、
社会、国家に貢献してきた女性たちの重要性を改
めて感じました。経済学というと難しい内容に感じ
ますが、わかりやすく明るい文体で書かれている
ため、読みやすい内容になっているので、気になっ
た方はぜひ手に取ってみてください。

スタッフおすすめ図書コーナー

アンマーとぼくら

有川 ひろ(著)
出版：講談社
K 913.6 /ｱ 

かりゆし58のヒット曲「アンマー」をテーマに多
くのヒット作を生み出した有川ひろが沖縄を舞
台に親子愛を描いたお話です。
主人公リュウは故郷である沖縄に久しぶりに帰
省し、母親と3日間の旅行をしている中で不思
議な感覚に襲われます。「斎場御獄」に「残波
岬」、「久高島」といった名所だけじゃなく、「電商
菊」に「ソーメンチャンプルー」にステーキハウス、
ハンバーガー店、沖縄に住んでいたら、読んだ
瞬間にわかる描写がたくさんでてきます。
家族の絆や過ごしてきた日々の大切さを感じら
れる作品です。

自慢話でも武勇伝でもない
「一般男性」の話から見えた

生きづらさと男らしさのこと
 
清田 隆之（著）
出版：扶桑社 
367.5 /ｷ /男性

恋バナ収集ユニット「桃山商事」の代表として多
くの恋バナを集め、恋愛とジェンダーについて発
信し続けてきた著者が10人の男性のインタビュー
を通して、「一般男性」という言葉に隠された様々
な問題や悩みを紐解いていきます。
10人の男性が抱える劣等感やコンプレックス、弱
さなどを包み隠さずさらけ出したインタビューに
なっていて、仕事に恋愛、家族など様々な問題に
悩み、葛藤している胸中が語られています。
なかなか語られない男性たちの身の上話から、自
分が持っていた偏見や自意識を気づかせてくれる
一冊です

カルトの花嫁
宗教二世 洗脳から
抜け出すまでの20年
 
冠木 結心(著)
出版：合同出版
198.9 /ｶ 

旧統一教会の信者だった母の影響で信者とし
て、カルトに飲み込まれていく著者の半生が描
かれています。信者として生活していく中でどん
どんと日常が飲み込まれ、侵食されていく様子
が綴られ、洗脳され、沼に落とされていく様子に
は恐怖を感じました。様々な方法と周囲との関
係を断ち切り、逃げ場を無くし、お金も人生も吸
い尽くそうとする恐ろしさには言葉をなくしてしま
います。
自分には遠い話ではなく、身近に起こる可能
性がある問題と思って一度手にとってみてくださ
い。

講座関連本や人気漫画が所蔵しました！
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